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徹底分析！徹底分析！

課題

ファンの皆様へ
メッセージ

1988年8月6日生まれ。Ｂ1級　110期　勝率4.36　2連率25.0（2018年後期）
身長172㎝・体重54㎏・血液型O型。
初出走は大村で2012年5月。翌年3月に唐津で初１着。
同期は前出達吉・白神優・上條暢嵩など。
長崎支部の同期は尾崎雄二・村上遼・西澤日花里。

いいね！20,180,923件

4705　吉川 勇作

色々あると思いますが、一番は競り合いに弱い所だと思いま
す。道中いい位置につけている時でも競り負けして着順を落と
す事があるので克服したいです。また５・６コースの時も課題
ですね。１マークの判断力がまだまだだと思います。またレー
スに向かうまでのモーターの整備やプロペラの調整力もまだ
勉強が必要だと思っています。

目標
まずはA級になって地区戦に出場したいですね。そして出場す
るだけでなく、いつの日か優勝して更に飛躍できるようになれ
ばと思っています。

ボートレース
の魅力
お客様の立場からだと一番はレースの迫力を感じてもらいた
いです。そしてたくさんレーサーがいるので好きな選手を探す
のも楽しみ方の一つだと思います。そして舟券的な部分でも、
公営ギャンブルの中では６艇しか走らないので当てやすい方
だと思います。いろんな楽しみ方があると思うのでもっと魅力
を感じとってもらえたらと思います。レーサーの立場からだと、
やっぱりやりがいを感じています。良い成績を残せたらとにかく
嬉しいです。１着はもちろん、自分は２着でも嬉しいですね(笑)。

ほら、
俺 から離 れんなって。

長崎支部を
代表するような

選手になりたい長崎支部を代表できる
選手になれるよう
頑張ります！

支部の先輩と楽しく食事支部の先輩と楽しく食事

子ども達と公園も

よく行きます

宮本夏樹先輩とハイチーズ

大物釣ったどー！！！！！！

吉川勇作 写真館
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好きな食べ物
・苦手な食べ物

特技・趣味

麺類が好きです。特に好きなのは“うどん”ですかね。あとお酒
も好きですね。休みの日などは家でよく晩酌しています。苦手
なものは特にないですよ。

特技は12年間やっていたサッ
カーですね。今も地元のチーム
でプレイしています。あとサッ
カーだけでなく草野球もしてい
ますよ。趣味はキャンプです。
2か月に1回くらいのペースで同
期の森永隆選手・國弘翔平選
手・前出達吉選手とかと九州・
山口あたりで楽しんでいます。
あと釣りも好きで支部の先輩た
ちと出かけています。

休日の過ごし方
ランニングはするようにしています。トレーニングと体重管理
も兼ねて7㎞くらい走っていますね。休みの日は毎日走ってい
るって事にしておいてください(笑)。

家族に
ついて
家族はやっぱり宝物です。現在、妻と
子ども3人の5人家族なんですが、妻に
はしっかり家を守ってもらっているの
で、とても感謝しています。休みの時は
子どもとも家の中や散歩に行ったりし
てよく遊んでいますよ。子供にはレー
サーになりたいと言ったら目指しても
良いと思うし、とにかくやりたい事を
やって欲しいですね。

現在までの道のり

長崎支部は人間関係を大事にする支部だと思います。なので
そこに関しては厳しい所もあります。支部長の飯山晃三選手
は、選手の事を第一に考えてくれているし、いつも選手のため
にと動いてくれます。自分は支部の中ではクールなキャラだと
思いますよ(笑)。とにかく長崎支部で良かった。大好きです♡

長崎支部について

小さい時、母の職場の人とよくレースを観に行って“かっこいい”
と思ってから、小学生の高学年の頃にはレーサーになりたいと
思っていました。でもなかなか厳しかったです。試験は7回目で
の合格でした。合格するまでは心が折れそうになった事もあり
ましたが、やっぱり憧れだったので頑張れたと思います。やっ
と合格した時はもちろん嬉しかったんですが、それと同時に無
事卒業できるか不安な気持ち
にもなりました。そして養成所
はもともと厳しい所と思ってい
たので驚きとかはなかったで
すが、当時は体重管理に苦労
していたのを覚えています。

ボートレーサーを
目指したきっかけ

同期について
同期の仲間の活躍はとても嬉しいですが、正直悔しくもあります。
もちろんこれからも意識していくと思いますが、自分は自分ら
しく行ければと思っています。

目指すレーサー像

デビュー当時
について
デビュー戦はとにかく緊張しましたね。当時はレースもそう
だったけど、レース以外でもやらなくてはいけない事が多くて
毎日がいっぱいいっぱいでした。そしてデビューから10ヶ月く
らい経って唐津で初めて１着をとりましたが、道中は嬉しい気
持ちよりもとにかく抜かれないようにと必死でした(笑)。

必需品
それが全く無いんですよ。レースに必要なもの以外は下着・パ
ジャマ・タオルくらいしか持っていかないし、周りからは荷物
が少ない選手で有名みたいです(笑)。今でも荷物の少なさに
驚かれる事がよくありますね。宿舎では備え付けの本や仲間
から借りた雑誌を読んだり、談笑して過ごす事が多いです。

好きなレース場
好きなコース
好きな決まり手

好きなレース場はやっぱり走り慣
れている大村です。苦手に感じて
いる場はありません。好きなコー
スは１コース！一番勝つ可能性が
高いから(笑)。なので好きな決ま
り手も、もちろん“逃げ”です！

デビューしてから今までを振り返ると、勝率も少しずつだけど
上がってきているし、成長しているのかなという実感はあります。
整備や調整に関しては前よりはわかってきたと思うし、実際
レースにおいても冷静になっているかなと思います。ここまで
の歩みは納得していますね。これからもスピードはゆっくりで
もいいので成長し続けていければと思っています。

究極だと思いますけど何コースからでも勝つことが出来る選
手になりたいですね。昔から大ファンで一番好きだった小川
晃司選手は６コースから走っても活躍しているし、自分もコー
ス関係なく活躍できるレーサーになりたいです。


